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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 16,658 3.4 1,195 △10.3 1,119 △8.8 279 △61.1

22年3月期第2四半期 16,105 △9.2 1,332 △11.2 1,227 △13.0 719 △12.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 9.22 ―

22年3月期第2四半期 23.70 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 73,334 33,940 46.1 1,113.14
22年3月期 74,171 33,817 45.4 1,109.42

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  33,781百万円 22年3月期  33,668百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 7.00 ― 7.00 14.00

23年3月期 ― 7.00

23年3月期 
（予想）

― 7.00 14.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 33,000 1.8 2,300 △12.9 2,200 △10.6 900 △37.0 29.66



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 30,360,000株 22年3月期  30,360,000株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  11,841株 22年3月期  11,841株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 30,348,159株 22年3月期2Q 30,348,211株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

      当第２四半期連結累計期間（平成22年4月1日～平成22年9月30日）におけるわが国経済は、海外経済の回復を 

   受け景気の持ち直しの動きが見られたものの、期の後半には輸出が弱含むなかで先行きの減速懸念が強まり、依然

   として厳しい状況で推移しました。   

       倉庫物流業界では、輸出入関連を中心に物流量が回復基調にある一方で保管残高は前年同期並みで推移し、また

   不動産業界ではオフィス空室率が高止まりするなど、当社グループの事業環境も明るさの見えない状況となり 

   ました。 

    このような環境のなかで当社グループは、物流事業部門ではお客様の物流アウトソーシングニーズを積極的に 

   開拓する営業を展開し収益増加に努め、不動産事業部門では既存施設の高稼働率維持に努めました。 

    当第２四半期連結累計期間における当社グループの業績は、営業収益では、物流事業が前年同期比で増収、 

   不動産事業はほぼ前年同期比並となり、前年同期比553百万円増（3.4%増）の16,658百万円となりました。 

   営業利益では、不動産事業が前年同期比で増益となった一方物流事業の減益が響き、前年同期比136百万円減 

   （10.3%減）の1,195百万円となりました。経常利益は前年同期比108百万円減（8.8%減）の1,119百万円、 

   四半期純利益は特別損失が投資有価証券評価損および資産除去債務に関する会計基準の適用に伴う影響額等により

   前年同期比で399百万円増加し、前年同期比439百万円減（61.1%減）の279百万円となりました。 

    セグメントの業績は以下の通りであります。 

    物流事業では、輸出入取扱の増加や倉庫における荷動きの回復により国際貨物取扱料や倉庫作業料を中心に増収

   となりました。一方、保管残高の伸び悩み等から保管料や物流賃貸料が減少し、減益となりました。その結果、 

   物流事業の営業収益は前年同期比605百万円増（4.5%増）の13,922百万円、セグメント利益（営業利益）は前年 

   同期比125百万円減（10.4%減）の1,082百万円となりました。 

    不動産事業では、賃料水準の低下により賃貸料収益が減少しました。その結果、不動産事業の営業収益は 

   前年同期比1百万円減（0.0%減）の2,951百万円、セグメント利益（営業利益）は費用の減少により前年同期比 

   25百万円増（2.4%増）の1,116百万円となりました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報  

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、主に有形固定資産の減価償却による減少により前連結会計年度末に比

べ837百万円減の73,334百万円となりました。 

 負債については、主に長期借入金の減少により前連結会計年度末に比べ960百万円減の39,393百万円となりまし

た。 

 純資産については、利益剰余金及びその他有価証券評価差額金の増加により前連結会計年度末に比べ123百万円

増の33,940百万円となりました。以上の結果により自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ0.7％増の46.1％と

なりました。 

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ330百万円増の2,990百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益や減価償却費の資金留保等により1,501百万

円の資金増加となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、主に固定資産の取得により357百万円の資金支出となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、主に長期借入金の返済による減少により810百万円の資金支出となりま

した。  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年3月期通期の業績予想につきまして、平成22年8月5日に公表いたしました業績予想数値を修正しており

ます。詳細につきましては、平成22年11月５日付「平成23年3月期第2四半期累計期間の業績予想との差異及び通期

業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 

  

(通期連結業績予想）  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 固定資産の減価償却費の算定方法  

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算出する方法によっ

ております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針21号 平成20年３月31日）を適用して

おります。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益は、98百万円減少しております。また、当

会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は98百万円であります。  

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

   

  営業収益 

（百万円） 

営業利益 

(百万円） 

経常利益 

（百万円）  

当期純利益 

（百万円）   

前回発表予想（Ａ）  33,000  2,650  2,500  1,450

今回発表予想（Ｂ）  33,000 2,300  2,200  900

増減額（Ｂ－Ａ） －  △ 350  △ 300  △ 550

増減率（％） －  △ 13.2  △ 12.0  △ 37.9

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,000 2,669

受取手形及び営業未収金 4,093 4,057

繰延税金資産 295 313

その他 280 246

貸倒引当金 △3 △8

流動資産合計 7,667 7,279

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 31,274 32,152

機械装置及び運搬具（純額） 628 702

工具、器具及び備品（純額） 598 518

土地 18,469 18,469

建設仮勘定 8 －

有形固定資産合計 50,979 51,842

無形固定資産   

借地権 737 737

その他 598 734

無形固定資産合計 1,335 1,472

投資その他の資産   

投資有価証券 11,415 11,617

繰延税金資産 448 448

その他 1,505 1,557

貸倒引当金 △17 △45

投資その他の資産合計 13,351 13,577

固定資産合計 65,666 66,892

資産合計 73,334 74,171

負債の部   

流動負債   

営業未払金 1,945 1,922

短期借入金 4,560 4,540

1年内返済予定の長期借入金 7,008 6,983

未払法人税等 353 548

未払費用 769 754

その他 758 914

流動負債合計 15,395 15,664

固定負債   

長期借入金 14,535 15,173

繰延税金負債 3,273 3,252



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

退職給付引当金 1,612 1,610

長期預り敷金保証金 4,030 4,187

その他 545 466

固定負債合計 23,997 24,690

負債合計 39,393 40,354

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,602 3,602

資本剰余金 2,790 2,790

利益剰余金 22,483 22,416

自己株式 △5 △5

株主資本合計 28,870 28,803

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 4,927 4,878

為替換算調整勘定 △16 △12

評価・換算差額等合計 4,910 4,865

少数株主持分 159 148

純資産合計 33,940 33,817

負債純資産合計 73,334 74,171



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業収益   

保管料 2,977 2,776

倉庫作業料 2,468 2,602

陸運料 4,038 4,070

国際貨物取扱料 2,291 2,792

物流賃貸料 805 768

不動産賃貸料 2,381 2,322

その他 1,140 1,325

営業収益 16,105 16,658

営業原価   

作業費 6,389 6,921

人件費 2,739 2,732

賃借料 844 809

租税公課 427 431

減価償却費 1,214 1,149

その他 1,809 2,062

営業原価 13,425 14,107

営業総利益 2,679 2,551

販売費及び一般管理費   

報酬及び給料手当 652 668

福利厚生費 73 83

退職給付費用 24 23

減価償却費 157 151

支払手数料 173 173

租税公課 45 26

その他 219 228

販売費及び一般管理費合計 1,347 1,356

営業利益 1,332 1,195

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 85 91

雑収入 36 34

営業外収益合計 122 126

営業外費用   

支払利息 224 200

雑支出 2 2

営業外費用合計 226 202

経常利益 1,227 1,119



（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

特別利益   

固定資産売却益 0 0

退職給付制度改定益 61 －

特別利益合計 62 0

特別損失   

固定資産廃棄損 14 40

投資有価証券評価損 8 285

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 98

貸倒引当金繰入額 1 －

特別損失合計 25 425

税金等調整前四半期純利益 1,264 694

法人税、住民税及び事業税 472 398

法人税等調整額 65 4

法人税等合計 538 402

少数株主損益調整前四半期純利益 － 292

少数株主利益 6 12

四半期純利益 719 279



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,264 694

減価償却費 1,371 1,301

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △32

退職給付引当金の増減額（△は減少） △62 2

受取利息及び受取配当金 △85 △92

支払利息 224 200

固定資産売却損益（△は益） △0 △0

固定資産廃棄損 14 40

投資有価証券評価損益（△は益） 8 285

売上債権の増減額（△は増加） 92 △39

仕入債務の増減額（△は減少） △208 25

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） 6 △156

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 98

その他 △197 △124

小計 2,430 2,203

利息及び配当金の受取額 85 92

利息の支払額 △225 △202

法人税等の支払額 △596 △591

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,693 1,501

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,184 △319

有形固定資産の売却による収入 0 0

無形固定資産の取得による支出 △23 △45

投資有価証券の取得による支出 △7 △0

その他 △23 7

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,237 △357

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 1,100 1,100

短期借入金の返済による支出 △1,038 △1,080

長期借入れによる収入 2,500 3,000

長期借入金の返済による支出 △3,549 △3,613

配当金の支払額 △212 △213

その他 △3 △3

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,204 △810

現金及び現金同等物に係る換算差額 5 △2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △743 330

現金及び現金同等物の期首残高 3,485 2,659

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,742 2,990



 該当事項はありません。  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

（注）１ 事業区分は内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分に属する主要な役務収益の名称は次のとおりであります。 

(1) 物流事業 ………… 保管料、倉庫作業料、陸運料、国際貨物取扱料、物流賃貸料、その他 

(2) 不動産事業 ……… 不動産賃貸料、その他 

〔所在地別セグメント情報〕  

 前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日）  

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。   

〔海外売上高〕  

 前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

  海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

物流事業
（百万円） 

不動産事業
（百万円） 

計（百万円）
消去又は全社 
（百万円） 

連結
(百万円) 

Ⅰ 営業収益及び営業損益           

営業収益      

１．外部顧客に対する営業収益  13,311  2,794  16,105  －  16,105

２．セグメント間の内部 

営業収益又は振替高 
 5  158  164  (164)  －

計  13,316  2,952  16,269  (164)  16,105

営業利益  1,208  1,090  2,298  (966)  1,332



〔セグメント情報〕  

          報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報  

 当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）       

（注）１．セグメント利益の調整額△1,003百万円には、セグメント間取引消去△17百万円、各報告セグメン 

    トに配分していない全社費用△985百万円が含まれております。全社費用は、親会社の総務部門等、 

    管理部門に係る費用であります。  

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

 （追加情報）  

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日）を適用しております。  

  

 該当事項はありません。  

  

  

 

 報告セグメント    

調整額  

（注）１ 
（百万円） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注）２ 

（百万円）

物流事業
（百万円）

不動産事業
（百万円）

計
（百万円）

営業収益      

外部顧客に対する営業収益  13,915  2,742  16,658  －  16,658

セグメント間の内部 

営業収益又は振替高 
 6  208  215  △215  －

計  13,922  2,951  16,873  △215  16,658

セグメント利益  1,082  1,116  2,198  △1,003  1,195

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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